
 

 

報道関係各位 

2016 年 9 月 28 日 

株式会社 PR TIMES 

‐ “想いが伝わる”広報・マーケティングツールへ進化 ‐ 

プレスリリース配信サービス「PR TIMES」新バージョン公開 
 

コンテンツマーケティング、自社サイト連携、ユーザー体験の可視化を実現するアップデート 

 

【トピックス】 

・コンテンツマーケティング発想のビジュアル活用など、プレスリリース掲載機能を大幅拡充 

・自社コーポレートサイトのニュース掲載も連携して一括作成、管理できる新機能を搭載 

・読者の注目点を可視化するヒートマップ解析や、読者の離脱箇所がわかる読了率のデータ分析導入で、ユ

ーザーエクスペリエンス分析を強化 

株式会社 PR TIMES（所在地：東京都港区、代表取締役：山口拓己、東証マザーズ：3922）は 2016 年 9 月 28 日（水）、

運営するプレスリリース配信サービス「PR TIMES」の新バージョンを公開しました。 

 

国内上場企業 28％超が利用し、利用企業総数は 14,000 社を超える広報・マーケティングツール 

プレスリリース配信サービス「PR TIMES」 URL：http://prtimes.jp/ 

 

「PR TIMES」は、2007年 4月 10日のサービス開始より、報道機関向けの発表資料（プレスリリース）をメディア記者向け

に配信する機能と、「PR TIMES」およびパートナーメディアに掲載する機能をセットで提供してまいりました。利用企業数は

2016 年 8 月に 14,000 社に到達しています。 

これまでも数回の大型アップデートを行い、メディア記者に伝わり生活者に広まるデザインを追求する中で、ビジュアル

とストーリーテリングを工夫しアクセスを集めるコンテンツも増加し、月間666万PV（Google アナリティクス調べ）のメディア

へと成長しています。 

この度「PR TIMES」では、さらに多くの利用顧客の皆様が豊かな個性を発揮していただけるよう、クリエイティビティに富

んだ表現方法で、熱量や想いまで伝えられる機能を多数搭載しました。 

 

今回の大型アップデートでは主に、コンテンツマーケティング、自社サイト更新連携、ユーザー体験の可視化という 3 つ

の広報・マーケティング課題に対するソリューション提供を実現しています。 

これにより「PR TIMES」企業会員は、報道関係者向けに情報開示すると同時に、プレスリリースページ読者を意識した

ビジュアル活用などコンテンツマーケティング発想の記事投稿をより追求できるようになった他、これまでプレスリリース配

信と前後して自社コーポレートサイトにも情報掲載しなければならなかった二度手間を省く、ニュース一括作成・管理でき

る新機能、さらにはプレスリリースページ読者の注目点や離脱箇所を可視化するデータ分析機能が加わり、情報発表に

関わる PDCA サイクルを回しやすくなりました。 

http://prtimes.jp/


 

 

PR TIMESでは 2020年度に利用企業50,000 社到達を事業目標として、より多くの企業・団体にお選びいただける広報・

マーケティングサービスを追求してまいります。 

 

新機能一覧 （ベータ版が本格導入となった機能を含む） 
 

項目 機能名 機能概要 

１．リリース配信機能の拡充 ビジュアル活用 Google ストリートビューAPI 追加 位置情報を視覚的に伝えやすくする 

アニメーション GIF アップロード 動きのある素材で記事ページをリッチコンテンツ化する 

VR コンテンツ掲載 360°写真や動画など掲載することができる 

PIXTA 画像利用 イメージ写真画像を無料で引用掲載できる 

精度向上 本文校正 誤記・不快語・機種依存文字などの事前判定を行う 

第三者プレビュー 事前チェックが必要な関係者へ公開前に確認依頼できる 

スマートフォンプレビュー スマホビューを事前確認しながら配信設定できる 

Word ファイルのインポート Word ファイルの内容をそのまま反映できる 

（※予定）プレスリリース原稿 

テンプレート ダウンロード 

原稿例として効果的な構成要素や画像配置などを参照で

き、テンプレートとして利用できる 

２．自社サイト連携 

（「プレスリリース自社ページ作成機能」申込みで、 

3 カ月間は無料利用、以降は 30,000 円／年） 

プレスリリース自社ページ作成 
「PR TIMES」で配信したプレスリリースを表示するページを生

成でき、自社サイトと連携することができる 

お問い合わせ 
問合せチャット機能を実装し、問合せ送受信履歴を一覧管

理できる（タグ設置で他ページに実装することも可能） 

プレスキット 
ロゴや画像データ等、プレス配布したい素材をアップロードで

きる 

３．ユーザー体験の可視化 デバイス別アクセス比率 PC、スマートフォン、タブレット別のアクセス比率を表示する 

簡易ヒートマップ 読者の注視ポイントを色別表示し、離脱地点を表示する 

 

１．リリース配信機能の拡充 

高まるコンテンツマーケティング発想の記事掲載ニーズ 

情報量が爆発的に増加する中、企業・団体の PR・広報活動において、いかに自社情報を報道関係者や生活者の目に

留めてもらうかが課題となっています。また、ただ閲覧数を増やすだけでなく、接触した読者にいかに文脈理解を促し、さ

らなる興味喚起や次のアクション誘引へと繋げられるかが重要視されています。 

 

掲載効果を高めるには、ビジュアル活用やストーリーテリングが重要です。今回の

アップデートでは、ビジュアル活用策として、位置情報を視覚的に伝えやすくする

「Google ストリートビューAPI 追加」、動きのある素材で記事ページをリッチコンテンツ

化する「アニメーション GIF アップロード」を機能として本格導入しました。また、360°

写真や動画など掲載することができる「VRコンテンツ掲載」（※本年3月29日にLIFE STYLE

株式会社との業務提携を発表済み）、イメージ写真画像を無料で引用掲載できる「PIXTA 画

像利用」（※本年9月9日にピクスタ株式会社との業務提携を発表済み）も導入しており、ますます

リッチコンテンツ表現を追求できる環境となっております。 

 

読者理解を促すには、コンテンツ精度を高めることも大切です。誤記・不快語・機

種依存文字などの事前判定を行う「本文校正」機能、事前チェックが必要な関係者へ

公開前に確認依頼できる「第三者プレビュー」機能、アクセス比率の高いスマホビュ

ーを事前確認しながら配信設定できる「スマートフォンプレビュー」機能も本格導入し

ました。 

また、本文入力の手間をカットする為、Word ファイルの内容をそのまま反映できる

「Word ファイルのインポート」機能も導入しています。 

 

さらに、近日導入予定の、原稿例として構成要素や画像配置などを参照しテンプレート利用できる「プレスリリース原稿

テンプレート ダウンロード」機能や、サイト上やメールマガジンでのプレスリリース好事例のご案内、当社開催セミナー等

アニメーション GIF アップロード機能使用イメージ 

本文校正機能使用イメージ 



 

 

を通じて、発表内容におけるストーリーテリングの重要性やニュースバリューを高める構成についても浸透を図ってまいり

ます。 

 

２．自社サイト連携機能 

二度手間になりがちな自社サイト更新問題 

広報担当者の業務として、対外的な情報発信の他に、自社コーポレートサイトの更新を受け持つ人は少なくありません。

全く同じプレスリリース文書でありながら、投稿ツールが異なるという理由から、プレス配信と自社サイト更新が二度手間と

なり、担当者の負担となってしまうケースが多々あります。 

 

「PR TIMES」では、この二度手間を解消し、さらに「PR TIMES」上の豊かな表

現をそのままコーポレートサイト来訪者にも見せることができるよう、新機能を搭

載しました。新たに加わった「プレスリリース自社ページ作成機能」（申込みから

3 カ月間は無料利用、それ以降は 30,000 円／年）をプラン選択いただくと、簡単

な設定を行うだけで「PR TIMES」で配信したプレスリリースを表示するページを

生成でき、自社サイトと連携することができます。 

これにより、一度プレスリリース登録するだけで、「PR TIMES」と自社サイト「プ

レスリリースページ」の両方に、クリエイティビティに富んだ表現のコンテンツを掲

載することが可能となり、人的リソース軽減と掲載効果向上が期待できます。 

 

さらに当プランには他の機能も付随しており、問合せチャット機能を実装して、問合せ送受信履歴を一覧管理できる（タ

グ設置で他ページに実装することも可能）「問い合わせ」機能や、ロゴや画像データ等、プレス配布したい素材をアップロ

ードできる「プレスキット」機能も利用可能です。 

煩雑になりがちな広報業務を一括管理することで、業務の生産性を高めて成果に繋げることを目指します。 

 

３．ユーザー体験の可視化 

マーケティング効果を追求する為に欠かせない、データ解析と PDCAサイクル 

コンテンツを掲載した後、読者に何が好まれたのか、或いは何がマイナス要因となって途中離脱してしまったのか、分

析して次に活かすことは重要です。こうした PDCA サイクルを回す為には、読者のアクセスデータを解析して把握すること

が必要です。 

 

「PR TIMES」では、これまでも各記事のアクセス数（ページビュー数、訪問者数）はレポ

ートしていましたが、今回のアップデートでさらに、読者の属性や波及経路を推測するヒ

ントとなる「デバイス別アクセス比率」、読者の注視ポイントや離脱要因を推測するヒント

となる「簡易ヒートマップ」を搭載しました。 

これにより、接点を持てたユーザーの行動・体験を考察し、次の投稿に反映していくこ

とが可能となります。 

 

【「PR TIMES」について】 
URL：http://prtimes.jp/ 

国内上場企業 28％超が利用し、利用企業総数は 14,000 社を超えるプレスリリース配信サービス。利用

企業業種はサービス業、情報通信業、商業、製造業など多岐にわたり、サイト月間 PV は 666 万 PV

（Google アナリティクス調べ）。数多くの優良企業のプレスリリースが集まる PR TIMES は、メディア関係

者からの注目度もますます高まっています。（運営：PR TIMES） 

 

【株式会社 PR TIMES 会社概要】 
会社名  ： 株式会社 PR TIMES  （東証マザーズ 証券コード：3922） 

所在地  ： 東京都港区南青山 2-27-25 オリックス南青山ビル 3F 

設立    ： 2005 年 12 月 

代表取締役 ： 山口 拓己 

事業内容 ： プレスリリース配信サービス「PR TIMES」（http://prtimes.jp/）の運営 

オンライン上で話題化を図るデジタル PR の戦略立案・実施 

WEB クリッピングサービス（http://webclipping.jp/）の提供 

ソーシャルメディアユーザーのためのモニターサービス「conecc」（https://conecc.jp/）の運営 

ブログマーケティングサービス「ブログタイムズ」（https://blogtimes.jp/）の運営 

カスタマーリレーションサービス「Tayori」（http://tayori.com/）の運営 

URL    ： http://prtimes.co.jp/ 

簡易ヒートマップ機能使用イメージ 

プレスリリース自社ページ作成機能使用イメージ 

http://prtimes.jp/
http://prtimes.jp/
http://webclipping.jp/
https://conecc.jp/
https://blogtimes.jp/
http://tayori.com/
http://prtimes.co.jp/

